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験を行なった口この目的のためにチミン遺伝子に突然変異をおこしたチミン要求性 (Thy-) の Hfr
を準備した。チミンは染色体DNAの素材であるため， Thyーの Hfr をチミン飢餓の条件におく
と，染色体DNAの合成を特異的に阻止することができる。
C)j法並びに結果〕
*~央には次のような Thy- の Hfr を準備した。まず，チミン遺伝子の大腸菌染色体上の位置を決
定し，遺伝的に安定であり， thymidylate synthetase の活性を欠くことが知られている菌株15T ーの
チミン追伝子を Hfr 菌にファージをもちいて導入した。また， 15Tーで「チミン飢餓死」という現象
が大iJられているが，これは15Tーがもっているコリシン因子， Col 15 によるところが大きいことを明
らかにし，また， Hfr 遺伝子の導入をうけた Hfr は Co115 を同時にうけとっていないために，以
下の尖験条件ではほとんどチミン飢餓死が誘発されないことを明らかにした。
さて，準仙した Hfr の 1 つ， Cavalli 型の Hfr で， Thy-，ウラシノレ，および， ヒスチジン要求
性の菌 CJG 181) と， .適当な遺伝標識をもっ F-菌とのかけ合せについて染色体移行の時間的経過を














ない o iv) 接合にもちいる Hfr 菌を，一定時間，チミン飢餓のもとで培養した後， F-菌と混合し，
染色体の移行を行なわせると， i) でみられたチミン飢餓による染色体移行の阻害がより著しい。











製された 2 本の娘染色体のうち，片方だけが移行するとする， Jacob 等のレプリコン仮説(1963) に













もっているコリシン因子によるところが大であることを明らかにしている CJ. Bact. 87 (3) : 554, 196 
5 ; Ibid. 90(5) : 1496, 1965)。そこでこれらの知見を利用してチミン飢餓の開始と共にほとんど新















2 本の娘染色体のうち片方だけが移行するという ]acob らの仮説に一致し，染色体移行の方向はそ
の複製化の方向と逆であるという Bouck らの仮説に反するものである。これらの結果は細菌の遺伝
学に貢献するところ極めて大きく，学位論文として充分価値あるものと考えられる。
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